
第 96号議案

長岡京市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の

一部改正について

長岡京市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例 (昭和 40年長

岡京市条例第 11号)の一部を別紙のとおり改正するものとする。

令和 4年 12月 5日 提出

長岡京市長 中小路 健 吾

(提案理由)

災害が多発化・激甚化する中、消防団員の負担が増加していることを踏ま

え、「消防団員の処遇等に関する検討会」最終報告書に基づきぎ報酬等の基準

が示されたことから、消防団員の処遇改善及び地域の防災力の充実を図るた

め、条例の一部を改正する必要があるので提案する。



長岡京市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例

長岡京市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例 (昭和 40年長岡京市条例
第 11号)の一部を次のように改正する。

改正後 改正前

第 4条  【略】
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第 5条  【略】
2 団員は、次の各号のいずれかに該当す
るに至つたときはその身分を失う。

(1)笙∠ヨ箋色■量を除く各号のいずれか
に該当するに至つたとき。

(2)【略】

(懲重 )

第 6条  【略】
(服務規律)

第 8条 団員は、団長の招集によつて出動
し、職務に従事するものとする。ただし、

招集を受けない場合であつても、基隻■と
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エュユ_の発生を知つたときは、あらかじ

第4条  【略】

【加える】

【加える】

(分限)

第5条  【略】
2 団員は、次の各号のいずれかに該当す
るに至つたときはその身分を失う。

(1)並条笙.ュ量を除く各号のいずれかに

該当するに至つたとき。

(2)【略】        “
【加える】         _¨
第6条  【略】            ,
【加える】         ...
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改正後 改正前

勤上、職務に従事しなければならない。

第10条 団員は、職務上知りえた,密を
他にもらしてはならない。
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改正後 改正前

の費ユ笙L艶:L、_墨墜塾豊⊆」璽≧L_関ニヱ豊餐
例 (昭和 32年 長 岡京市条例第 9号)の
例により支給する。

【削る】

2 【略 項の繰上げ】

【肖」る】

笙■二会.【略 条の繰上げ】
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饉 望鯵逍 上回曖 2, 000
円以内

賄董星 上回二2主 1,000円 以内
(ただL=必要とするとき)

2並 重g盪≧奎」鐘 ムL二重量墨堕L∠塗艶 」塑_
丞資⊥丞塑盤こ星塑菫図金上_嘩 の旅
甚金上こ」芸董立lζ

=奎=塑
上IШ三ニコ32」笠会L皿笙_2_E芸 )

により:麹陰ニヱLL
ュ 【略】
(退壁L
笙上ユ全 国員旦ェ退堕上二上■と主る場合
は、あらかじめ文書をもつて任命権者に

願出、その監亘と,受けなければならなLL
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附 則
この条例は、令和 5年 4月 1日 から施行する。


